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今年度要求のポイント

水生生物調査業務

事 業 費

石津川水系の河川環境及び本市周辺海域の自然環境の保全・再生に向けた施策
の一環として、生物学的水質調査と魚類等の生息分布状況の調査を継続して行
う事により、河川及び海域の環境を総合的に評価するための基礎資料を得るこ
とを目的とする。また、本業務により得られたデータについては、自然環境学
習の環境啓発事業のための資料や出前講座での活用、石津川での市民活動の取
り組み成果を評価する資料として活用を図る。

25年度予算

事業目的

事業内容

調査の実施 5年毎に事業継続実施

【今後（27年度～）】

主な要求内容 （単位：千円）

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 11,660

平成5年度より、概ね5年毎に河川水生生物調
査、平成16年度より周辺海域水生生物調査も併
せて実施。

【経過（～25年度）】 【26年度】

0

その他　特記事項

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

11,660

水生生物調査、専門家意見聴取謝礼等

内容・積算等項目

河川水生生物調査は平成5年度から概ね5年毎に行っており、魚類の生息分布調査では平成
21年度にはアユ（堺市レッドリストCランク）・ニホンウナギ（環境省RDB 絶滅危惧IB類）
等5種が新たに確認された。周辺海域水生生物調査は平成16年度より5年毎に毎年実施して
いる海域水質調査と合わせて行っている。前回調査以降石津川水系では、市民活動等によ
り新たな種が見つかったとの報告があることから、継続して水生生物調査を実施すること
により現況を把握することが必要である。

水生生物調査等 11,660

○河川水生生物調査
　調査地点：石津川、妙見川、和田川水系について計31地点
　　　　　（魚類は19地点）
　調査項目：水生昆虫類、魚類、水質、河川形態等
　調査時期：平成26年5月（春季）、10～11月（秋季）

○周辺海域水生生物調査
　調査地点：堺市周辺海域の5地点
　調査項目：動植物プランクトン、魚卵・稚仔魚、底生生物、付着生
            物、魚類等
　調査時期：平成26年8月（夏季）、11月（秋季）
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